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各      位 
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( ＴＥＬ． ０ ３ － ５ ２ ５ ９ － ３ ５ １ １ ) 

 

 

中間期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 13 年 3 月 19 日付けにて公表した平成 14 年 1 月期中間期（平成 13 年 2 月 1 日～平成 13

年 7 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．連結中間期の業績予想数値の修正（平成 13 年 2 月 1 日～平成 13 年 7 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 2,101  △559  △548  

今 回 修 正 予 想 （ B ） 2,284  △641  △644  

増 減 額 （ B - A ） 182  △81  △95  

増 減 率 （ ％ ） 8.7  －  －  

前期実績（ 平成 12 年 7 月中間期） 819  △304  △307  

（金額の単位：百万円） 

 

２．個別中間期の業績予想数値の修正（平成 13 年 2 月 1 日～平成 13 年 7 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 2,000  △280  △282  

今 回 修 正 予 想 （ B ） 2,261  △321  △324  

増 減 額 （ B - A ） 260  △40  △41  

増 減 率 （ ％ ） 13.1  －  －  

前期実績（ 平成 12 年 7 月中間期） 803  △259  △262  

（金額の単位：百万円） 

 

３．修正の理由 

当初予想と比較して、売上高につきましては、携帯電話を中心に製品売上高及びロイヤリ

ティー収入ともに増加いたしました。しかしながら、第１四半期において、製品売上高のう

ち受託開発の受注高の急激な増加により、一部の受託開発案件において生産性の低下による

利益率の低下が見られたこと、また、受注高の増加に対応した研究開発費の先行投資により

営業損失が約 25 百万円増加する見込みとなりました。 

また、連結業績につきましては、上記に加え、持分法適用関連会社に対しての持分法によ

る投資損益が、当初の予想以上に悪化したことによるものであります。 

なお、通期業績予想（個別及び連結）につきましては修正いたしません。 

以 上 


